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前号ではバードストライクの影響についてお話ししま
した。今回は、水中に伝搬する建設工事音や稼働音など
の水中音の影響について考えてみます。
海の中では、鯨類、魚類などが音を用いてコミュニ

ケーションをとっています。特にハクジラ類は聴覚の感
受性が高く、高周波音を発してその反響音で水中の状況
を認識します。これはエコーロケーション(反響定位)と
呼ばれ、個体間の会話、周辺や餌の探索、捕食者からの
回避など、様々な状況で音を用います。一方、ヒゲクジ
ラ類は低周波音を発し、種によっては数百kmも離れた個
体と会話ができます。

図 エコーロケーション（反響定位）

このように、音は重要なツールであり、建設騒音等の
人工音によって海生生物の生活を妨げることが懸念され
ています。しかし、水中音の影響に関する研究は飼育研
究が多く、実際の建設予定区域における知見は乏しいこ
とが現状です。海棲哺乳類のなかでも特に鯨類の調査
データは極めて少なく、実態を把握するための現地調査
が欠かせません。
北海道沿岸では下表のような海棲哺乳類を観察するこ

とができます。トドやアザラシのように漁業被害の多い
種は研究機関で調べられていますが、鯨類については多
くの種の詳細な分布がわかっていません。なかでもネズ
ミイルカは希少種※1とされていますが、岸寄りに生活
するため人間活動の影響を受けやすい種としても知られ
ており、その影響が懸念されています。

※1：水産庁（1998）「日本の希少な野生水生生物に関する
データブック（水産庁編）」

表 北海道沿岸域でみられる海棲哺乳類(一例)

出典：北海道大学水産学部練習船教科書編纂委員会(2019)水産
科学・海洋環境科学実習 2019年ストランディングネット
ワーク北海道活動報告書

海棲哺乳類の生息状況を調べる手法として、船舶や航
空機からの目視観察調査、鳴音を機器に記録する生物音
調査があります(詳細はこちら)。生物音調査は、ネズミ
イルカ科およびマイルカ科に特化した機器も開発されて
おり、希少種であるネズミイルカへの調査に適していま
す。このほか、各地域へのヒアリング調査による情報収
集でも生息状況を確認することも可能です。ネズミイル
カは魚網へ入り込んだり、死亡個体が浜に漂着したりす
ることも意外に多くみられます。この場合、地元漁業者
への聞き取りも重要なデータ取得の一手法となります。

弊社は、北海道に根差して電力事業の環境影響評価な
どあらゆる生物調査に長年取り組ませていただいており、
プランクトンから海棲哺乳類まで幅広い生物に関する知
見を保有しています。少しでもお役に立てることがござ
いましたら、こちらからお気軽にお問い合わせください。

参考資料
風間（2012）：洋上風力発電が海洋生態系におよぼす影響. 保全生態
学研究,17:197-122.
環境省（2021）：シンポジウム「洋上風力発電の環境配慮のあり方に
ついて」講演資料
水産庁（1998）：日本の希少な野生水生生物に関するデータブック
（水産庁編）
水産庁HP
https://www.jfa.maff.go.jp/j/sigen/20170321redlist.html
北海道大学：北海道大学水産学部練習船教科書編纂委員会(2019)水産
科学・海洋環境科学実習
ストランディングネットワーク北海道（2020）：2019年ストラン
ディングネットワーク北海道活動報告書

Econixe News Letter

洋上風力通信

餌の探索

仲間との会話

鯨類

ヒゲクジラ類 ミンククジラ など

ハクジラ類
カマイルカ、ネズミイルカ
イシイルカ、シャチ など

鰭脚類

アザラシ類
トド
キタオットセイ など

アシカ類
ゴマフアザラシ
ゼニガタアザラシ など

その他 ラッコ

お問い合わせ先：株式会社エコニクス 電力環境部 村上俊哉

〒004-0015 札幌市厚別区下野幌テクノパーク1丁目2-14 TEL:011-887-9662(直通), FAX:011-807-6800

Website URL: http://www.econixe.co.jp/ mail：info@econixe.co.jp

風車が野生生物に与える影響とは？
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